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【特色あるフロンティアスクールの取組事例】

４７都道府県番号

沖縄県都道府県名

（①□ ② ③ ）□ □レ レ

Ⅰ．学校名及び規模

（勝連町立勝連小学校）
計 教員数1 2 3年 年 年 年 年 年4 5 6 特殊学級

３ ２ ３ ２ ３ １６学級数 ２ １

７０ ９１ ７６ ８３ ７８ ９４ ２７児童数 ５ ６９６

Ⅱ．実践研究の概要

・主題（テーマ）

自ら学び、自ら考える力を育む学習指導の工夫

－習熟度別少人数授業・教科担任制を通して－

・テーマ設定の趣旨

自ら学び、自ら考える力などの「生きる力」を培うことを基本的なねらいと

して小学校学習指導要領が改訂された。

これまで、本校でも、各教科、総合的な学習の時間において、自ら課題を見

つけ、追究し、わかったことや発見したことをまとめ、自分の言葉で伝え合う

活動を通して、ある程度、学習の仕方が身に付いてきた。

しかし、学習の仕方はわかったが、問題解決的な能力や生きて働く知識・技

能は十分に身に付いたとは言い難い。単に知識を伝達するだけでなく、学ぶこ

との動機付けや学び方の育成への転換を図ることが重要である。

このことは、一人一人の教師の主体性、創意工夫がこれまで以上に生かされ

ることでもある。

したがって、各教師がそれぞれの個性を発揮しながら、学校全体として「自

ら学び、自ら考える力」の育成に向けて教育活動を推進していくことが大切で

あると考え、本主題を設定した。

Ⅲ．実践研究の内容について

（ⅰ）研究体制の工夫

( ) 各研究組織の活動内容1
① 校内研究推進委員会･･････全体研究会の運営、各部との連絡調整

② 全体研究会･･････････････研究計画・研究内容の検討・確認等

③ 学年部会････････････････検証授業（指導案・教材）に関すること等

④ 教科担任部会････････････教科担任制の効果、評価規準の作成等

⑤ 習熟度別少人数指導部会･･習熟度別少人数指導の効果評価規準の作成等

⑥ 理論（調査）研究部会････アンケート調査、評価等
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( ) 研究組織2
校 長

教 頭

校内研究推進委員会

全体研究会

学年部会 専門部会

低学年 中学年 高学年 教科担任 習熟度 理 論

（ⅱ）実践研究の内容

( ) 教科担任制1
○実施学年：５学年、６学年

○実施教科：国語、社会、算数、体育、家庭科

※各学級の理科・音楽は、従来通り当該専科教員が受け持つ。

、 （ ） 。※算数は 指導方法工夫改善担当教員 加配 と共に習熟度別少人数授業を行う

※教科担当の連絡会（火曜日）を設定し、教科担任合同部会や教科別部会を実施

する。

( ) 習熟度別少人数指導2
○実施学年：全学年

○実施教科：算数（１学年、２学年は他教科も含む）

① 習熟度別少人数指導の基本的な考え方

・習熟度別少人数指導は、個に応じた指導法である。

・習熟度別少人数指導は、個性の開発や確かな学力の定着を図るための有力な

指導法である。

・習熟度別少人数指導は、学校課題や子どもが抱える問題解決の有力な指導法

である。

、 。・習熟度別少人数指導は 硬直化した授業の改善を図る効果的な指導法である

② 学習集団編制

１学年 ２学級→５学習集団（担任、校長、理科専科、通級指導教員）

２学年 ３学級→４学習集団（担任、教頭、指導方法工夫改善担当教員２人）

３学年 ３学級→３学習集団（担任、指導方法工夫改善担当教員２人）

４学年 ３学級→４学習集団（担任、指導方法工夫改善担当教員２人）

５学年 ３学級→４学習集団（担任、指導方法工夫改善担当教員２人）

６学年 ３学級→５学習集団（担任、指導方法工夫改善担当教員２人）

※校長、教頭を含む全教員による指導体制を確立している。
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（ⅲ）成果と課題

( ) 成果1
① 児童の側から

○当該教科が以前よりも「好きになった」児童が増えた。

・国語：５年生３６．５％→７８．６％ ６年生３６．６％→７５．０％

・社会：５年生３６．５％→５８．５％ ６年生３０．５％→６９．０％

・算数：全体 ５３．０％→７５．０％

○教師の個性や専門性等に触れることにより 「学習が楽しい 「いろいろな技、 」

ができるようになった」児童が増えた。

○担任以外の教師とのコミュニケーションが増え、学校が「楽しい」児童が増え

た。

、 、○習熟度別少人数指導により どの子もこれまで以上に質問や発表の機会が増え

意欲的に学習するようになった。

○各教科の単元テストの平均点が期待値以上に伸びた。

○一人一人の児童の学ぶ意欲を喚起し、達成感を高めている。

② 教師の側から

○担当教科が少なくなる分、担当教科の教材研究の深まりや指導内容の重点化を

図ることができた。

○教材が複数回活用でき、回を重ねるごとに授業改善が図られ、密度の高い授業

が展開された。

○学年全体の児童が関わることで、学習指導はもちろん、生徒指導や児童理解の

面からもかなりの効果がみられ、学年経営に生かすことができた。

○学級担任と加配教員が連携することによって、多様な指導方法が可能になる。

○各教師の個性や特技、専門性により、多様な学習形態の工夫と教材ができた。

③ 学校運営の面から

○教師の意識の変容、学校の活性化、指導体制の確立、学校の内外に開かれた学

校づくりができつつある。

○児童、教師、保護者それぞれの学習観、指導観の転換が図られた。

( ) 課題2
○発表する子が増えたが、表現力は十分とはいえない。

○子どもの意欲を高めるための場、方法、評価活動が十分とはいえない。

○学級間の進度の調整、加配教員との打ち合わせの時間の設定が厳しい。

○学校行事等の振替休業で欠けた曜日の補充が困難である。

（ⅳ）成果の普及方策

( ) 「学力向上フロンティア事業」実践発表会の開催1
( ) 中頭地区学力向上対策実践発表大会での発表（ポスターセッション形式）2
( ) 県教育委員会のホームページへの登載3




